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資料１基本計画策定経過

1．恵庭市雪対策市民会議の開催趣旨

恵庭市の総合的な雪対策を行うために策定する「恵庭市雪対策基本計画」に関して、

冬期間の市民生活に密接に関係する各分野や市民からの委員により、様々な視点で検

討を行い「恵庭市雪対策基本計画に関する提言書」を策定するために「恵庭市雪対策

市民会議」が設立されました。 

（市民会議委員） 

役職 氏名 所属団体など 

議長 小山 茂 学識経験者 

副議長 平沼 淳 学校関係 

委員 

石崎 光重 消防関係 

大塚 浩 除雪関係 

嘉屋 和良 ごみ収集・運搬関係 

北林 優 町内会関係 

金田一 秀美 交通（バス）関係 

後藤 美江 市民 

船田 清 社会福祉関係 

若生 めぐみ 警察関係 

                   （委員氏名：５０音順に記載） 
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２．市民会議開催状況 

 ・第１回 恵庭市雪対策市民会議 

  日時   令和４年８月９日（火） 午後３時から 

  場所   恵庭市役所本庁舎３階 第２・第３委員会室 

  会議内容 恵庭市の除雪の現状説明、基本計画策定背景説明、質疑応答 

  議事概要 市による除雪概要、計画策定の背景の説明 

 ・第２回 恵庭市雪対策市民会議 

  日時   令和４年９月１２日（月） 午後３時から 

  場所   恵庭市役所本庁舎３階 第１委員会室 

  会議内容 恵庭市の現況について、各委員からの意見について 

  議事概要 除雪出動回数や財政状況の説明、除排雪に関する問題の提起 

 ・第３回 恵庭市雪対策市民会議 

  日時   令和４年１１月１１日（金） 午後３時から 

  場所   恵庭市役所本庁舎３階 第２・第３委員会室 

  会議内容 雪対策に関する市民アンケートの集計結果について 

  議事概要 アンケート集計結果の評価 

・第４回 恵庭市雪対策市民会議 

  日時   令和４年１２月２１日（水） 午後３時から 

  場所   恵庭市第２庁舎２階 大会議室 

  会議内容 雪対策基本計画提言書（案）の質疑応答 

  議事概要 大雪時のごみ出しのルールについて周知・啓発を行う、大雪に伴う交

通渋滞における対応方法の確認 

・第５回 恵庭市雪対策市民会議 

  日時   令和５年１月２０日（金） 午後３時から 

  場所   恵庭市第２庁舎２階 大会議室 

  会議内容 基本計画提言書内容についての最終確認 

  議事概要 変更内容の説明・確認
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資料２恵庭市除排雪要領

第１条 目的 

  恵庭市が管理する道路等の除雪排雪作業等の実施により交通の早期確保を目的と

する。 

第２条 除雪 

 １．出動基準 

降雪量が１０㎝以上になった場合、あるいは連続降雪､風雪による吹溜り及びわ

だち等が生じた場合は、随時出動する。 

 ２．実施基準 

 夜間における連続降雪の場合は､原則として午前７時迄に作業を終了するもの

とし､昼間の連続降雪の場合は､交通機関の運行前及び車のラッシュ時前に実施す

る。吹雪の時等は､天候の回復を待って実施する。 

 ３．除雪の順位 

除雪の必要を認めた時は、次の除雪種別路線の順位に基づき行い､最初規定時間 

迄１車線を確保し、降雪状況を判断しながら逐次拡幅除雪を実施する。 

 ４．除雪路線の種類 

・第１級除雪路線 

    主要幹線及びバス路線であって、交通量が特に多いと思われる市道 

・第２級除雪路線 

    通勤・通学・防火に必要な路線であって交通量が特に多いと思われる市道 

  ・その他除雪路線 

      第１級・第２級以外の市道､公共施設及び交通量が多く公共性を有すると認め

られる通過交通のできる私道 

第３条 歩道除雪 

１．歩道除雪については、歩道幅員・構造に応じ機械(歩道ロータリ車・グレーダ)及

び人力で除雪する。 

２．歩道除雪の順位 

第１級歩道除雪路線 通学用道路 

第２級歩道除雪路線 その他の一般道路 

第４条 排雪及び雪堆積場 

１．排雪 

排雪については､降雪の状況により随時対応していくものとする。 

２．雪堆積場  

雪堆積場については､別紙図面のとおりとし、雪の堆積に支障のないよう常に雪

堆積場内の整備を行うものとする。（委託業者のブルドーザ） 
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第４条 豪雪時の対応 

豪雪時は､市・民間業者ならびに自衛隊の出動を要請し、三者一体となって  

対応する。 

  附則 

 〔施行期日〕 

 １．この要綱は、平成４年１２月１日から施行する。

２．この要綱は、平成２４年１２月１日から施行する。
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資料３恵庭市の現況と市民意向 

1．恵庭市の現況 

（1） 位置と地形、気象                            

面  積：294.65 平方キロメートル 

※道内の他市と比較すると留萌市（298 平方キロメートル）とほぼ同面積です。石

狩管内では、千歳市（595 平方キロメートル）の約半分で、北広島市（119 平方キ

ロメートル）の約 2.5 倍です。 

平均気温    ７．４℃   ※ 

 最高気温   ３１．７℃   ※ 

 最低気温  －２２．０℃   ※ 

 降水量  １０８６．５ｍｍ  ※ 

 最深積雪深  ８０．６ｃｍ  ※   ※H24～R3 の平均 

（2） 人口・世帯数                              

人 口：70,153 人（男 34,158 人・女 35,995 人）（R3.9 月末） 

世帯数：34,465 戸（R3.9 月末） 

年少人口：0 歳以上 15 歳未満 

生産年齢人口：15 歳以上 65 歳未満 

老年人口：65 歳以上 

単位：人

単位：世帯
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恵庭市は、昭和 55 年の恵庭ニュータウン・恵み野の分譲開始以来、都市化が進み 

昭和 62 年に 50,000 人を達成し、平成 5 年に 60,000 人を達成し、令和元年に

は 70,000 人を達成するなど人口も増加してきましたが、その後、増加のペースも

鈍化し近年では微増にとどまっています。 

将来的には人口も減少に向かうという人口予測も出され、全国的な傾向と同様に、

恵庭市においても確実に少子高齢化が進んでおり、今後は高齢化がより一層進むと

いう推計が出されています。 

 （3） 降雪状況と市道除雪出動回数                       

本市における累計降雪量の平均は約 499 ㎝、除雪の平均出動回数は約 15 回とな 

っています。（H24～R3 の平均） 

（4） 市の財政状況と除雪費                          

恵庭市の財政状況は、景気の後退やそれに伴う税収の落ち込み、また近年では震災

の影響など、今後も続くと見込まれる厳しい財政状況の中にあって、200～400 億円

で推移しています。 

除雪関連に要する費用については、令和 2 年までは、降雪等の状況に影響をうけま

すが 3～5 億円の間で推移しておりましたが、令和 3 年は豪雪等の影響もあり、約 9

億円と過去最高額となっております。 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

その他 8.5 6.8 6.3 8.0 6.9 8.5 9.3 14.2 7.5 9.0

消防費 9.3 8.3 13.2 8.7 8.8 9.5 9.0 8.5 9.0 9.5

商工費 5.8 4.8 4.6 5.3 4.2 4.1 4.0 13.3 12.5 21.6

公債費 28.0 26.4 25.7 24.5 23.2 23.9 24.0 24.6 25.2 26.6

衛生費 16.4 14.6 16.2 19.8 28.6 38.8 32.2 30.0 21.5 28.5

教育費 28.9 26.7 28.4 26.9 35.6 31.9 33.9 36.2 38.4 39.9

土木費 31.8 43.4 38.2 33.7 39.8 37.4 36.3 36.5 41.1 43.4

総務費 35.0 30.7 29.0 44.7 33.3 31.3 33.3 40.1 117.3 60.2

民生費 79.1 82.4 90.1 88.1 91.8 93.3 93.2 98.7 102.6 121.2

除雪費用 4.5 4.5 4.1 3.2 4.8 4.3 3.3 4.9 4.9 9.1
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一 般 会 計と除雪費

※左図（グラフ）は、積雪量ではなく降雪

量の推計データです。 

単位：億円

242.8 244.1 251.7 259.7 272.2 278.7 275.2 
302.1 

375.1 359.9 
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（5） 除雪延長と１㎞当りの除雪費の推移                   

恵庭市の除雪延長については、車道に関しては平成 24 年の約 535km から令和 

3 年では 541km となり、歩道に関しては 181km から 191km と、それぞれ約

6km、約 10km の増加となっています。1km 当りの除雪費については、令和 2年

まで 60～90 万円程度で推移しておりましたが、令和 3 年は約 170 万円となって

おります。 

 （6） 労務単価の上昇ついて                           

除雪作業に係る労務単価についても、例年上昇しています。（令和３年度時点） 

（出典：国土交通省「令和３年３月から適用する公共工事設計労務単価」について） 

単位：千円/1 ㎞ 単位：m
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資料４除雪出動基準及び実施基準

 （１） 除雪出動及び実施基準他                        

出動基準：降雪量が１０ｃｍ以上の降雪があった場合、風雪による吹きだまりが発生した

場合。但し,道路交通に支障が無い場合は、この限りではない。

実施基準：夜間における連続降雪の場合は、原則として午前7時までに作業を終了 

するものとする。 

昼間の連続降雪の場合は、交通機関の運行前及び車のラッシュ時前に実 

施する。 

※ただし、気温が高く融雪が進む場合や、車の走行ですでに圧雪状態で 

ある場合、通勤通学時間等に重なる場合は出動を見合わせる場合があり 

ます。また、吹雪の時など視界不良の時は、作業中に事故の恐れがある 

ため、天候の回復を待って出動します。 

 （２） 路面凍結防止散布                          

  冬期間の円滑な交通を確保するため、路面凍結対策を実施するに当たり、次によ 

り散布箇所の設定基準を設ける。 

  １．交通量及び道路状況、並びに路面確認により、次の区分に該当する場合の設 

定とする。 

（１）車道散布設定基準 

① グレーダによる除雪路線（主要幹線、バス路線等） 

② 勾配４％以上の坂道及びカーブのある箇所 

③ 踏切及び立体交差部分 

④ 交通量が比較的多く、日陰等により路面凍結が生じる交差点 

⑤ 上記以外に凍結路面による交通事故の多発路線及び交差点 

※上記による散布路線は、別紙車道路面凍結防止散布調書による。その他の

場合については、状況に応じて随時対応する。 

（２）

① 通学路で路面凍結が生じる歩道 

② 駅、病院等に連絡している歩道 

③ 歩行者が比較的多く、日陰等により路面凍結が生じる歩道及び横断歩道 

※上記による散布路線は、道路状況を確認して対応する。 

  ２．その他 

   町内会及び市民等から散布要望があった場合、現地確認して、その都度対応す

る。 
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 （３） 路面凍結防止散剤散布要領                         

  １．散布基準（車道・交差点・歩道） 

   （１）基本散布 

    ① 当日の気象状況、路面状態などから路面凍結の発生が予想される場合。（気

温が０度以下と予想される場合） 

    ② 降雪量が除雪出動基準に達しない場合で、圧雪が形成され、路面が凍結化

する恐れのある場合。 

③ 日中の降雪や融雪により、路面及び圧雪面が湿潤状態になり、再凍結の恐 

れがある場合。 

２．散布方法 

   （１）車道路線 

    ① 散布路線の交差点手前２０ｍに散布し、路面状況により全線散布とする。 

② 坂道・アンダーパスおよび跨線橋は、路面状況により全線散布とする。 

③ 交差点及び踏切の散布は、交差点・踏切手前５ｍに散布し、路面状況によ 

り散布延長を伸ばし散布する。 

④ 定置式凍結防止剤散布装置（まきえもん、ジェッ太くん）設置箇所につい 

ては、散布時間・温度・散布量等を設定し、自動散布する。 

   （２）歩道路線 

    ① 勾配のある歩道は全線散布する。 

    ② 横断歩道の散布は、手前２ｍに散布し、歩道の利用状況により散布範囲を

拡大する。 
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資料５恵庭市の冬期道路管理基準 

注）大雪の場合は、この基準を適用せず、幹線道路を中心に交通機能の確保を優先し

ます。 

〇例 標準的な8.0ｍの生活道路であれば、車道幅員は6.5ｍとなっています。 

   除雪管理幅員としては 6.5ｍ × 60％ ＝ 3.9ｍ となります。

道 路 種 別 
管 理 基 準 

道路幅員 圧雪厚さ 管理幅 

幹線道路 20ｍ以上 5㎝程度 車道幅員※の70％以上 

幹線道路・補助幹線道

路 

10ｍ以上20ｍ

未満 

10㎝程度 車道幅員※の65％以上 

生活道路 10ｍ未満 15㎝程度 車道幅員※の60％以上 
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資料６除排雪車両の紹介 

除雪ドーザー 

キャタピラではなくタイヤで動く。小

回りがきき、狭い場所の雪をかき出す

ことが出来ます。 

除雪トラック 

車両前方の大きな鉄の板（プラウ）で、

雪を押し出すことが出来ます。 

除雪グレーダー 

車の下に付いた、のこぎり状の硬い鉄

の板で、路面の雪や氷を削り取りま

す。 

ロータリ除雪車 

オーガという回転する装置で雪山を

削り、シュートという煙突型の装置で

雪を飛ばします。 

ダンプトラック 

ロータリ除雪車によって、積み込まれ

た雪を、雪堆積場まで運搬します。 

凍結防止剤散布車 

凍結防止剤を搭載し、路面凍結が酷

い箇所や信号交差点、踏切、橋梁部

に散布します。
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資料７除雪サービス事業（福祉除雪）について

福祉除雪は、除雪が困難なひとり暮らし高齢者世帯等の冬期間の生活路を確保し、

日常生活の利便性を図ることを目的とした事業です。

（恵庭市社会福祉協議会ホームページ：http://eniwa-syakyo.or.jp/index.html）

※掲載しているのは、令和４年度版

13/16



参考資料 

資料８道路への雪出しの禁止に関する法律

道路への雪出しは、以下の法律で禁止されています。 

【 道路法 】 

（道路に関する禁止行為） 

第四十三条  何人も道路に関し、左に掲げる行為をしてはならない。 

一  みだりに道路を損傷し、又は汚損すること。 

二  みだりに道路に土石、竹木等の物件をたい積し、その他道路の構造又は交 

通に支障を及ぼす虞のある行為をすること。 

第百条  次の各号のいずれかに該当する者は、一年以下の懲役又は五十万円以下の

罰金に処する。 

三  第四十三条（第九十一条第二項において準用する場合を含む。）の規定に 

違反した者 

【 道路交通法 】 

第一節 道路における禁止行為等（禁止行為） 

第七十六条  何人も、信号機若しくは道路標識等又はこれらに類似する工作物若し

くは物件をみだりに設置してはならない。 

２  何人も、信号機又は道路標識等の効用を妨げるような工作物又は物件を 

設置してはならない。 

３  何人も、交通の妨害となるような方法で物件をみだりに道路に置いてはな

らない。 

４  何人も、次の各号に掲げる行為は、してはならない。 

七  前各号に掲げるもののほか、道路又は交通の状況により、公安委員会が、 

道路における交通の危険を生じさせ、又は著しく交通の妨害となるおそれがあ 

ると認めて定めた行為 

（罰則 第三項については第百十九条第一項第十二号の四、第百二十三条 第四 

項については第百二十条第一項第九号） 

第百十九条  次の各号のいずれかに該当する者は、三月以下の懲役又は五万円以 

下の罰金に処する。 

十二の四  第七十六条（禁止行為）第三項又は第七十七条（道路の使用の許可）

第一項の規定に違反した者 

第百二十条  次の各号のいずれかに該当する者は、五万円以下の罰金に処する。 

九  第七十一条（運転者の遵守事項）第一号、第四号から第五号まで、第五号

の三、第五号の四若しくは第六号、第七十一条の二（自動車等の運転者の遵

守事項）、第七十三条（妨害の禁止）、第七十六条（禁止行為）第四項又は第

九十五条（免許証の携帯及び提示義務）第二項（第百七条の三（国際運転免

許証等の携帯及び提示義務）後段において準用する場合を含む。）の規定に

違反した者 
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【 道路交通法施行細則 】 

（道路における禁止行為） 

第 19 条 法第 76 条第４項第７号の規定による道路における禁止行為は、次の各号

に掲げるものとする。 

(2) みだりに交通の妨害となるように道路にどろ土、雪、ごみ、ガラス片その他 

これらに類する物をまき、又は捨てること。 
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資料９路上駐車の禁止に関する法律 

路上駐車は「自動車の保管場所の確保等に関する法律」で禁止されています。 

（保管場所としての道路の使用の禁止等） 

第十一条 何人も、道路上の場所を自動車の保管場所として使用してはならない。 

２ 何人も、次の各号に掲げる行為は、してはならない。 

一 自動車が道路上の同一の場所に引き続き 12 時間以上駐車することとなるよう

な行為 

二 自動車が夜間（日没時から日出時までの時間をいう。）に道路上の同一の場所

に引き続き 8時間以上駐車することとなるような行為 

（罰則） 

第十七条  次の各号のいずれかに該当する者は、三月以下の懲役又は二十万円以下

の罰金に処する。 

二  第十一条第一項の規定に違反して道路上の場所を使用した者 

２  次の各号のいずれかに該当する者は、二十万円以下の罰金に処する。 

一  自動車の保管場所に関する虚偽の書面を提出し、又は警察署長に自動車の保管 

場所に関する虚偽の通知を行わせて、第四条第一項の規定による処分を受けた者 

二  第十一条第二項の規定に違反した者 
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